
空知地域を含む北海道央の水田作地帯では、水田輪作
を取り入れてきた。しかし、近年の生産者の高齢化や後
継者不足により、生産者への農地集積と経営体規模の大
幅な拡大が予想され、さらなる省力化と収益向上が必要
である。
そこで、農研機構 北海道農業研究センターでは、この

地域の生産者の多くが共通に作付けしている水稲－大豆
－麦の輪作体系の要素技術について、収益向上のための
省力化を図ったので、その技術を紹介する。

空知地域を含む道央の水田作地帯では、古くから小麦・
大豆への転作が進められてきたが、連作や交互作の障害
による減収が問題となっていた。その対策として、病害
虫の抑制や地力維持効果が期待される水田輪作を2000
年代から取り入れ、2010年代の中頃には乾田直播水稲栽
培の導入が広がり、転作作物の連作が減少し収量が向上
した。
しかし、この地域では、近い将来に農業経営体の著し
い減少にともなう農地供給が進み、残る経営体への農地
集積により、１経営体当たりの経営規模は大きく拡大す
ると予想されている。このような状況に対応するため、さ
らなる省力化と収益向上をめざす必要がある。そこで、当

センターでは、生産者の多くが共通に作付けしている水
稲－大豆－秋小麦の水田輪作を基本体系とし、それぞれ
の作付けの要素技術に着目して収益向上のための省力化
を図った。

当センターでは、４年４作（移植水稲→大豆→秋小麦
→乾田直播水稲）の輪作体系を新たな水田輪作の基本体
系とし（写真１）、それぞれの作付けにおいて次のような
技術を組み合わせて導入した。以下、それぞれの技術と
その導入効果を解説する。
移植水稲栽培
自動操舵田植機による無代かき・疎植水稲栽培
移植水稲栽培では「自動操舵田植機による無代かき・
疎植水稲栽培」を導入した。
自動操舵田植機については、安価なDGPSと慣性計測

装置を組み合わせた自動操舵装置を備えたものを導入し
たところ、非熟練者でも後方の植え付け状態を確認する
余裕が生まれ、真っすぐ、きれいな田植えができた。
無代かき栽培については①欠株率を低下させるために
代かき栽培より移植機の油圧感度を硬く、植え付け深度
を深くすること②耕起から入水までの期間に圃場を鎮圧
すること③砕土率が低い圃場では移植前７日間以上の湛

水処理を行うことにより、収量は代かき
栽培より無代かき栽培で多くなり、水稲
の収量向上効果がみられた。
　疎植水稲栽培については、一等米の基
準である「整粒歩合70％」を確保するに
は、標準株間で整粒歩合75～80％が得ら
れる条件であれば“やや疎植”を、80％
以上であれば“疎植”を導入できることを
明らかにした。疎植を導入することによ
って、標準と同じ苗量で約1.3～1.4倍の
面積に対応可能となり（表１）、播種、育
苗、本田への苗の運搬、田植機への苗補
給の作業時間を約13％削減できた（デー
タ省略）。

水稲－大豆－秋小麦の水田輪作体系の省力化技術

省力的な水田輪作栽培の新たな技術体系の開発

中村卓司国立研究開発法人　農研機構
北海道農業研究センター　寒地野菜水田作研究領域　野菜水田複合経営グループ長

水田輪作のススメ
省力的な北海道空知型
 4年4作の水田輪作栽培の技術

写真１　水田輪作の基本体系

水田輪作体系
４年４作（基本）

秋小麦

移植水稲

大豆
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大豆・秋小麦栽培
無代かき水稲栽培の後作大豆の収量安定・向上効果と	
大豆間作小麦
　無代かき水稲栽培による当作の水稲の増収条件を前述
したが、後作の大豆の収量への影響についても調査した。
その結果、乾田直播を含めた無代かき水稲の後作の大豆
収量は、前作水稲で代かき移植をした場合より15～17％
高かった（図１）。
その効果は土壌
粘土の割合が多
い圃場で高く、
代かきを省くこ
とで土壌が膨軟
化し、排水性と
保水性が向上し
たことが後作大
豆の増収につな
がった。
　また、大豆の
後作となる小麦の栽培については、大豆の落葉が始まる
直前の畦間に秋まき小麦の種子を不耕起でばらまき播種
する「大豆間作小麦栽培」を導入した。雑草の影響を受
けやすいものの、しっかりと除草管理をすれば小麦を適
期に播種でき、小麦作付け前の耕起、整地を行わないこ
とから省力的である。
乾田直播水稲栽培
前年整地と乾田直播水稲栽培における気象情報を利用した
水稲出芽始予測
　道央地域は多雪地帯であるため、ほかの都府県に比べ
て春の圃場作業が逼迫する。このため、前作小麦の収穫
後、圃場が乾いている８月に耕起と均平を行う「前年整地」
を導入した。
均平は乾田直
播に欠かせな
い作業であり、
前年整地の導
入により春の
作業時間を約
３時間削減す
ることができ
た（図２）。

　さらに、乾田直播水稲栽培で雑草防除を効率的に行う
には、非選択性除草剤を水稲の出芽直前に散布すること
が効果的である。しかし、水稲の出芽後は散布できない
ことから、除草剤の散布日程を検討するのに必要な“水
稲出芽始日の予測方法”を開発した。この方法は、まず
「日平均気温」から「日平均地温」を推定し、その地温か
ら水稲出芽始日を予測するが、１週間後に出芽日と推定
された時点で、４日後までに散布を計画することができ
る（図３）。

　これらの技術のうち、無代かき水稲栽培、前年整地、間
作小麦を導入したときの４年４作水田輪作体系の実施可
能面積と所得を推計した。その結果、実証経営体におけ
る４年４作水田輪作体系の実施可能面積は、慣行輪作体
系に比べ約１割増加した。実施可能面積の増加と無代か
き水稲栽培後の大豆収量の増加により、所得が２割弱向
上すると推計された。
　今回紹介した技術を導入した４年４作水田輪作体系を
図４に示した。４年４作の輪作体系を提案したが、ある
大規模経営の生産者の場合、これを基本形として直播て
ん菜を挟んで大豆に戻るパターンの輪作体系も組んでお
り、露地野菜やナタネなどの作物を適宜組み合わせてい
くことも可能である。この輪作体系は、経営体ごとに組
み合わせることができることから、今後、さらなる普及
が期待される。� 【監修：（公社）農林水産・食品産業技術振興協会】

技術導入により面積増加、所得向上を推計
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図４　空知型４年４作水田輪作体系とその要素技術
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図１　�前作水稲の耕起作付体系が� �
大豆収量におよぼす影響

	 	（　）内数値は代かき移植の収量を100とした
ときの各処理区での相対収量を示す

１週間後に出芽と推定

推定出
芽始日

１日安全
をみる

４日後までに非選択性
除草剤の散布を計画
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気象予報の誤差を含む出芽始日の誤差範囲

図３　出芽始日推定情報を利用する際のイメージ

表１　株間と苗箱数との関係（条間33㎝、448穴ポットを利用した場合）
区分 標準 やや疎植 疎植 超疎植

栽植密度（株/㎡） 22～25 19～20 15～17 11～12
株間（㎝） 12～14 15～16 18～20 25～27

苗箱数（箱/10ａ） 48～56 42～45 34～38 25～27
標準（株間14㎝）に
対する対応面積比 － 1.1 1.3～1.4 1.8～1.9
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